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福井県小浜平野の第四紀層の14c年代と花粉分析結果について
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　　　　　Present　author　discussed　the　Qμatemary　system　of　the　Obama　Plain　in　the　Fukui

Pre£ecture　b翫sed　upon　the　results　of14C－dating　and　pollen　analysis。

　　　　　　The　Obama　Plain　is　extend　to　the　coast　ofObama　bay，Fukui　Prefbcture（Fig．1）。The

plain　covers　the　area　alo阜g　the　Kita　river　poured　into　the　bay，which　comprises　alluvial　flat

lowland，翫diluvial　terrace　and乱lluvial　small£ans　developed　in　the　area　near　the　Miyake，

Ichiba　and　Tentokuji　in　Kaminaka　Town。

　　　　　　The　subsur£ace　Qμatemary　formations　of　this　plain　are　divided　into　two　formations，

Diluvium　and　Alluvium，which　are　subdivided　into　the　Lower（clay　with　gravel）and　Upper

（gravel　and　clay）members　in　Diluviumシand　into　the　Lower（grave1），Middle（mud　and　silt）

and　UpPer（coarse　sand）members　in　Alluvium（SAsAJIMA，1962三Figs．2－D　and3）、

　　　　　　For14C－dating，four　samples　shown　in　the　Fig．2were　used．The　samples　in　localities　of

A　and　B　are　the　wood　chips　obtained　fをom　the　sediments　of　diluvial　terrace　and　alluvial£an

respectively，and　those　ofC　and　D乱re　peaty　soil　and　wood　chip　from　boring　cores　which　were

usehl　to　clarifysubsur£ace　geology　at　the　Minami　in　the　Kaminaka　Town　and　at　the　Tahara

in　Obama　City．

　　　　　　On　the　other　hand，the　twenty　five　samples　obtainedfをom　the　boring　cores＆t　D　in　Fig．1

and　Fig。2were　used　for　pollen　analysis．Horizons　of　the　samples　obtained　and　stratigraphic

sequences　of　the　boring　coreもare　shown　in　Fig。2－D．The　results＆nd　a　few　comments＆re我s

follOWSl

　　　　1）

locality

　　　A

　　　B

　　　C

　　　D

The　results　of14C－dating

　　　　　　　　　samples

　　　　　　　　　　wood

　　　　　　　　　　wood

　　　　　　　　peaty　soil

　　　　　　　　　　wood

14C－ages（yearsB。P．）

　　25，940＝ヒ　1，120

　　　1，000±：　70

　　19，860±　　540

　　28，990十　1，470

　　　　　　　　－1，240

depth（meters）

　7．10－　7．33

31。95－32．00

　　　　　　　　　　　　　Diluvial　terrace　deposite（10cality　A）and　a　part　ofdiluvial　upper　member（at　about32

　　　　　　　meters　in　depth，10cality　D）are　corresponds　to　the　Tachikawa　terrace　deposite　in　the　South

　　　　　　　Kwanto。The　ancient　lowland　along　the　Toba　river（locality　C）was　probably　under　the　marshy

　　　　　　　condition　which　is　estimated　to　be　ranged　f士om　Latest　Pleistocene　to　Holocene，in　age．

　　　　　　　　　　　　　　　2）　The　results　ofpollen　an＆lysis

　　　　　　　　　　　　　Abundant　products　in　the　coni琵rous　trees　pollen　are　O卯孟o雁吻（mainlyσ脚渉oη26吻

　　　　　　　ブψo廊α），Cupressaceae　and　Taxaceae，’especially　O吻凄o耀7ゴα・P伽5（mainly　P伽5伽5塑07α）and

　　　　　　　S6ゴ必ψ吻5show　small　productive　ratios，which　have　a　tendency　to　increase　slightly　in　AUu・

　　　　　　　vium．In　the　bro批dleaftrees　pollen　the　dominants　are　such　genera　as　Sα伽，0α5襯θαand＠67薦，

　　　　　　　（deciduous）but　the　ratios　ofσα吻η6αand　Q膨76％5have　a　tendency　to　decrease　in　Alluvium，

　　　　　　　∠」η郷，0卿伽5，Eαg郷and　U伽％5are　not　dominant（Table1）。

　　　　　　　　　　　　　The　principal　genera　such　as　P地雛，0脚≠o耀吻，溺η郷，（1％876％5£orm　the　existing　plant

　　　　　　　community　in　the　Hokuriku　region．Therefore，the　climate　in　and　around　the　Obama　Plain　of

　　　　　　　those　days　is　not　diHler　ffom　that　of　Hokuriku　region　in　the　present・

＊環境地質部
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1．緒　　言

地質調査所月報（第29巻第4号）

　福井県小浜湾の海況と堆積に関する研究（産業地質グ

ループ，1973）の一環として，小浜湾周縁の第四系に関

する研究を行った．その際に採取した木片および泥炭試

料の14C法による年代測定結果，ならびに，この調査で

実施された試錐で得た試料の花粉分析結果が得られたの

でここに報告し，併せて試料採取層の層位および古気候

について若干の考察を行う．なお，14C年代測定は学習

院大学に，花粉分析は日本肥糧株式会社にそれぞれ依頼

した．

2。試料の屡位的位置

　2．1年代測定試料

　年代測定に供した試料は，第1図に示すA－Dの4地

点（試料1－4）で採取した．また，各採取地点における

地質柱状断面を第2図に示す．

　試料1　採取地点は北川左岸に発達する段丘崖であ

る．この段丘について笹嶋（1962）は，南関東の立川段

丘か拝島段丘にほぼ相当すると述べている．露頭では第

2図のAに示すように，崖線と沖積地が接する部分で垂

直方向に約5mの断面が観察できるが，そのうちの上一

中部の厚さ約3・7mの部分は角礫混り粘土質砂と砂質シ

ルト層からなり，この下位には上から順に円ないし亜円

の中礫薄層をはさむ軽微な葉理の発達する中粒砂層，黒

灰色の泥炭質粘土層，褐色のシルト質中礫層が重なる。

試料は泥炭質粘土層中から採取したものである．

　試料2　採取地点は支谷の出口に形成された小扇状地

扇端の人工掘さく崖である．露頭では第2図のBに示す

ように，大部分が角礫層と角礫混り中ないし粗粒砂層か

らなり，最下部に灰ないし黒灰色の粘土層がある．試料

はこの粘土層中から採取したものである．この採取地と

同様に，支谷の出口にはしばしば小扇状地が発達する

が，その一つである松永川流域の小扇状地（第1図のE

地点）から採取された木片の14C年代測定結果では，

1，215士90年B．P・および1，240±70年：B．P．という値が

得られている（宇野沢・坂本，1973）．

　試料3　採取地点は，いわゆる三遠三角地（山崎・多

田，1927）1）の南縁では北川沖積地に次いで規模の大き

い鳥羽川沖積地に位置する．ここでは，打込み式による

オールコアリング試錐を行った．その地質柱状断面は第

2図のCに示す通りで，最上部には厚さ約L3mの粘土

質砂層があり，この下位には地表下約12．1mまで木片や

腐植物，またときに角礫を混える灰色の粘土層，黒褐な

いし暗褐色の泥炭層および砂層からなる互層が発達す

る．最下部は灰色の中礫層どなる．試料は泥炭層の基底

1）　三方町を通って南北に走る三方断層と熊川断層に挾まれた三角形の

地域で沈降地塊とされている（第1図）．

ノ、・　浜　湾

II

D（試料4）

／

1　　　〕TAHARA竹
　　1原

　　　Ir

1’

　　　　×A～C＝年代測定試料採取地点

　　　　◎　D　：年代測定試料および花粉

　　　1死謬物
〃喬角地・

高塚

　　　　勿

ぎζ瓢。

1000　　0

魔

2000

誇

鰍／黛
吻

く！』

　糞線

　毒
　　お
　　×溝
〃E

4000m

￥

獄．

　　　　MINAMl
　　　　　南C（試料3）　×

　　　　　　　イ　　　　　％声町
　　　KAMINAKA　T．

　　　　　A〈試料1）
丁欝きKU、，　．災

　　　　　　三宅MIYAKE
　　　　l轟＼
　　　　　　　　驚

　　　　　　　／
　　　第1図　年代測定試料および花粉分析試料採取位置図

Localities　of14C．dating　samples（A．D）and　pol玉en　analysis　samples（D），
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福井県小浜平野の第四紀層のMC年代と花粉分析結果について（宇野沢　昭）
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　試料採取位置
・　花粉分析試料

　採取位置

　　　　　　　第2図　試料採取地点の地質柱状断面と試料採取位置図

Stratigraphic　horizons　of14C－dating　samples［（1）一（4）］and　pollen　analysis　s翫mples（1－25〉．

から採取したものである．

　試料4　採取地点は北川と南川が最も接近した部分

で，かつ両川に挾まれた，海岸から約600mの地点であ

る．ここでは，深度60mのオールコァリング試錐を行っ

た。その地質柱状断面は第2図のDに示す通りで，最上

部は（深度0－10m）は暗灰色を呈し，それぞれの厚さ

0・5－0・9mの亜円礫を主とする中ないし大礫層，礫混り中

粒砂層およびシルト質微粒ないし中粒砂層からなる．こ

の下位には上から順に，暗灰色貝がら混りシルト質粘土

層と砂質シルト層（深度10－20．8m），暗灰色を呈するシ

ルト・粘土と砂礫との互層（深度20．8－24m）および砂

質シルトと粘土の薄層を挾み，ときに角礫を混える中亜

円礫を主とする暗黄灰色の砂礫層（深度22－50m），黄褐

ないし暗青灰色を呈する粘土・シルト層（深度50－57m）

が重なり，最下部は黄褐色を呈する中礫層（深度57m以

深）となる．試料は中部の砂礫層中に挾まれたシルト層

（深度32m付近）中から採取されたものである．

　小浜平野の地下地質については，すでに笹嶋（1962）

によって報告されている．それによると，洪積層と沖積

層の境界は，北川河口部で地表下約33mにあり，これよ
　　　　　　　　おにゆう
り上流側の高塚，遠敷付近では地表下約17－18mにある

とされている。そして，洪積層は下部の礫混り粘土層と

上部の礫層および粘土層に分けられ，沖積層は下部の礫

層（基底礫層），中部の泥層および上部の砂礫層にそれぞ

れ分けられている．この笹嶋（1962）の層序区分をD地

点に適用すれば，地表下深度20・8m以深の数mの間のシ
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第1表花粉分
・　R．esult　of　the

一　＼　　　　SAMPLES　No．

POLLEN　AND　SPORES
∠4み彦65

P268α？

P∫綴5

丁賜9α

Taxod呈aceae（0り弼o膨吻）

S6ゴα勿伽

Cupressaceae＆Taxaceae
Vesicu1翫topollenites

Inaperturopollenites

J％gJαη5

P伽6α脚
S観κ

イ4」η麗5

B伽zα

oαψ伽5

00が郷
σα5」αnθα

o厩卿ρ5お
Eα8鋸3

Q断幡
uz窺％5

（】8」あ5？

Z殿o∂α

Po塊o肱彿
Chenopodiaceae

Nymphaeaceae？
σoび妙5配

伽α

R伽5？
∠4667？

五z6κ

∠4656鋸1鉱5

四伽
Ericaceae

助ψJo605

z4吻痂5勉
Compositae
oα伽7η？

Liliaceae

Moraceae
Gramineae
Cyperaceac
Triporopollenites

Periporopollenites

Monoporopollenites
Tricolpopollenites

Tricolporopollenites

Monocolpopollenites

Inaperturopollenites

Stephanocolpopollenites・

ALLUVIUM

麟

×

轟

O
欝

×

繋

鱒

麟

雛

×

雛

馨

懸

難難癖難×鱒㈱難鍵　　　　　韓磯×難懸繋懸磁難鞭　㈱　
鯵

◎轟◎轟◎O◎轟◎難韓　 麟鱒馨　 縢嚢
×轟△　 ×鞭×△×
　　　×　 ×　 麟

鞍麟　 盤齢欝麟麟韓　　欝欝　 麟　 欝難
　　難
　馨　 懸　 ×　 ×鱒
聯麟癖　 総馨懇麟×
霧

麟

　　辮　
聾

　　麟　
霧

麟　 麟麟欝
　馨　

簿

麟

難麟
鞭麟
　麟

　緯鞍麟難離×麟難×　 ×麟△嚢×鞭×　韓　 麟麟懸懇欝鞭　　嚢　　
鱒

　磯懸　 麟麟馨㈱欝　　　　　麟　
麟

　　　　騰

麟麟

馨

磐

繕

麟

雛

　　懸　
鱒

麟　 騰麟
　　繋　

鑛

馨

騰

鞍　　
欝

欝㈱
　　欝

愚　 懸麟×纏△　 ×　　△

　輪轟×麟鞭　 懸麟麟縷
麟△韓麟麟鞭麟鯵　 轡繋
辮　　 懸難繋　 鑛　 纏懇
鱒　 鱒△麟難懸麟麟麟麟鱒　　　 馨×鱒×　 繋懸

注：本表は各試料から化石150個を数え，その間における各樹種の相対的な割合を比較した．ただし，化石の個体数の少ないものは，これを除外した

（例えばNo．2）
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福井県小浜平野の第四紀層の14C年代と花粉分析結果について（宇野沢　昭）

析結果
pollen　analysis．

D皿，UVIUM

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21　　22 23 2些 25

鑛

麟 鯵

鯵

麟
麟 繋 難 麟

購
鱒
麟 灘 馨 麟

難麟　
麟

幽O識○×△鯵麟．麟　 鱒×鱒鞭×　 △　 盈

鑛　 懸譲藩
麟△難△◎△鱒麟輪．鑛×　

鵜

　　　　　欝懸×　　×
輪△麟繕　 韓鱒

△轟△轟△識△　　　鯵麟灘欝磯麟灘麟懸難　 懸懸
麟×鑛×麟　○
×××　 講鱒
難灘欝×鞭灘難

縷　 鯵輪麟麟鱒轍
麟欝×欝　

麟

懸欝　
×

鞭麟懸麟麟麟懇麟×灘鯵鞭麟韓齢離　
繋

灘懸麟　 鞭麟
　　麟×××　 轟△
　輪
購×醗灘麟灘騰×鱒轟△△△灘縫轟磯　　 纏欝

齢

灘 齢

麟

　㈱
麟　

欝

馨

麟　
欝

　　　　欝懸灘灘麟　　懇
縷

麟

麟

　欝
麟難

麟

購

鱒

輪 欝麟鞭
難

麟

麟　　
麟

△　 ×　 麟

　　　　　　麟　　　　　　懸’欝欝麟△㈱△鱒欝灘×購麟麟懸麟　 懸欝購欝懸麟麟難灘△韓×難鼎難藩輪鵜

麟懸麟　 欝灘纏
△鞭△　 麟×
　　　鱒　

醗

欝灘難難灘麟麟××麟×△鱒麟×鞭藩　 ×磯欝
繕麟難繋磯懸難難欝懸懸　

麟

　　　懸花粉総数に対する産出割合　　麟0－5％　×6－10％　　△11－20％　　血21－30％　　031－40％　　◎40％＜
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地質調査所月報（第29巻第4号）
ルト・砂・砂礫からなる部分，6．4－20。8mの間の粘土・

シルト・シルト質微細粒砂からなる部分および0－6．4m

の間の砂・砂礫からなる部分は，沖積層下部（基底礫

層），同中部および同上部に，それぞれ相当すると考えら

れる．また，沖積層下部より下位の砂礫・粘土層は洪積

層上部に相当すると考えられる（第2図・第3図）。

　2．2花粉分析試料

　花粉分析に供した試料はすべて上述のD地点から採取

した．採取層準および採取個数は，洪積層とした粘土層

中から7個，沖積層とした粘土・シルト・砂層中から18

個の合計25個である．

3．年代測定結果

試料1
測定値：25，940土1，120年B．P・

測定番号：Gak－4788

測定試料：木片

採取地：福井県遠敷郡上中町三宅（北緯35。27’25”

　　　　東経　135。51’55”）

　試料2

測定値：1，000士70年B。P．

測定番号：Gak－4789

測定試料：木片

採取地：福井県遠敷郡上中町天徳寺（北緯　35027’

　　　　45”．東経　135。50’35”）

　試料3

測定値：19，860士540年B．P，

測定番号：Gak－4790

測定試料：泥炭

採取地：福井県遠敷郡上中町南，鳥羽川沖積地下7・10

　　　～7・33m（北緯　35。29’32”．東経　135。52’

　　　35”）

　試料4

測定値・2亀99・士1；IZ8年B・P・

測定番号：Gak－4791

測定試料：木片
　　　　　　　　　たはら採取地：福井県小浜市竹原，雲浜小学校グランド南

　　　西隅地下31。95－32。00m（北緯　35。30’00”

　　　東経　135045’08”）

4．花粉分析結果

花粉分析の結果は第1表2）に示す通りである．以下

2）試料中に化石の個体数の少ないものがあるが，これについては第五
表から除外した（例えばNo・2）．また，隠花植物の胞子としては・
三条型と単条型の2つの型があり，Gleicheniαceae（ウラジロ科），
Pferideae（ワラビ科），Polypodiaceae（ウラボレ科）などに属する
ものを産出するが，これらは古気候の直接の指示者とならないので第

　1表から除外してある．

に，その概要を述べる，

　4．1化石植物群の構成

　全試料を通じて，樹木種花粉の占める割合は70－97％

であるが，試料No．6・12・19の3試料では非樹木種花

粉，すなわち草本類の占める割合がやや多い，産出した

花粉・胞子化石の中で種類の判明したものは，3科およ

び6属の針葉樹類，5科および25属の広葉樹類，3科の

草本類などである．そのほか属名不詳のため形態によっ

て分類されたものが多数ある．針葉樹花粉および広葉樹

花粉は，それぞれ温帯針葉樹類，温帯落葉広葉樹類に属

するものが多い，これら花粉・胞子化石のうち主な属ま

たは科名をあげると次のようである．

　針葉樹類：勘伽（モミ），P伽5（マツ）T∫％9α（ツガ），

3吻40ρ勿3（コウヤマキ），Taxodiaceae（スギ科）一主に

0卿♂o耀吻（スギ）とみなされる一，Cupressaceae（ヒノ

キ科）およびTaxaceae（イチイ科）などである．この

ほか形態によって分類されたものの中には，無孔型針葉

樹花粉としてInaperturopぴ11enites一主に伽窺σ鰐ρ翻3

（ヒノキ）一がある．また，有翼型花粉や球型無孔型花

粉も認められ，これらは破片として存在する．種として

明瞭なものは，P伽54備碗o紹（アカマツ），o卿嫌6吻

ゴαρoπ初（スギ）などである．

　広葉樹類：属名の判明した花粉・胞子化石のうち主な

ものをあげると次のようである．

　海gJ伽5（クルミ），P餅06曜舛（サワグルミ），Sα1魏（ヤ

ナギ），オ1郷5（ハンノキ），β吻1α（カバノキ），翫ゆn郷

（シデ），σ07卿5（ハシバミ），0α伽η％（クリ），磁5襯o麺5

（シイ），Fαg郷（ブナ），Q塀6郷（コナラ），U伽郷（ニレ），

Z殿o膿（ケヤキ），11齪（モチノキ），廊56ぬ5（トチノキ）

などである．

　草本類（単子葉植物を含む）：Comp・sitae（キク科），

Gramineae（イネ科），Cyperaceae（カヤツリグサ科）な

どである，

　4．2産出状況

　各試料について化石150個を数え，その間における各

樹種の相対的な産出割合を求めた．以下，主な樹種の産

出割合とその垂直方向における変化について述べる。

　洪積層上部の粘土層（D地点の深度51－57m）：針葉樹

類に属する花粉の中では，0びρ擁爾αが最も優勢であ

り，その産出割合（以下は，この字句を省略し数値のみ

記す）は，全試料において11－30％を占める．P伽5，

CuPressaceaeおよびTax＆ceaeは，個々の試料のいずれ

でも5％以下であり，本層の上部（以下は，本層の字句

を省略する．中部，下部および仲積層においても同様）

の試料から普遍的に産する．勘伽，sぬ40ρ勿5は，中部
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および上部の一部試料から5％以下の産出をみるにすぎ

ない．広葉樹類に属する花粉の中では，Q謝6郷（落葉）

が最も優勢であり，下部および中部の試料で1レ30％を

占めるほか，そのほかの試料から5％以下を産出する．

次いで，翫吻π昭が下部および上部の試料で，それぞれ

11－30％，6－10％を占める．したがって，この両樹種は

ともに上部で減少する傾向を示している．Sα伽は上部試

料で6－10％を占めるが，下部試料では5％以下である．

このほかでは，魂鱗，勘8πら0磁伽5，U伽郷が大部分

の試料で5％以下を占め，とくに前2者は全試料から産

出する．以上からこの層準は，oワμo窺6吻，σα5襯昭お

よびQ断郷によって特長づけられ，これらとP伽5，

Cupressaceae，Taxaceae，Sα伽，z4」ηπ5，（ヌα吻π鰐，Eα9μ5

およびU伽5が主体をなしている．

　沖穣屡（D地点の深度21・35m以浅）：針葉樹類に属す

る樹種の中では，0ッμo膨吻が最も優勢であり，大部分

の試料で21－40％以上を占めるが，より詳細にみると下部

より上部の試料で産出割合が増大している．次いで，

CupressaceaeおよびTaxaceaeが多く産出しており，大部

分の試料で6－30％を占めている．このほかでは，勘蜘，

P伽5およびS励40ρめ5が大部分の試料で5％以下を占

1

めている．ただし，踊麟の産出割合をより詳細にみる

と，試料No．7と9で5－7％を占めており，これより下

位および上位の各試料における0・2－1％をかなり上まっ

ている．広葉樹類に属する樹種の中では，＠餌螂が優

勢であり，大部分の試料から産出する．そのうちの約半

数の試料では6－10％を占めている．次いで，S痂κが中

部の試料で6－10％と比較的高い産出割合を示すが，下

部と上部では産出しないか，または減少する．これと産

出傾向においてほぼ同様なものに，」αgl備，o・び伽，

oα伽脚およびz殿o槻などがある（いずれも大部分の

試料で5％以下）。溺郷，勘g郷，U伽郷は普遍的な産出

傾向を示し大部分の試料で5％以下を占めている．この

ほかでは，0観αηoρ廊，1」齪などが多くの試料から産出

する（いずれも5％以下）・以上からこの層準は，主とし

て0卯診o耀吻，Cupress乱ceae，TaxaceaeおよびQ％67‘写5

によって特長づけられ，これらと3α伽，駕驚，勲g鰐

およびU伽郷などが主体をなしている．

　以上が，洪積層上部の粘土層と沖積層それぞれにおけ

る各樹種の相対的な産出割合と，その垂直方向における

変化であるが，両層を通じてみると，針葉樹類では主に

0卿」o勉6吻，CuPressaceaeおよびTaxaceaeの産出割合

1’

m10

0

一10

一20

一30

一40

一50

一60

一70

m10

0

一10

Seo　Level

S
si

s

D

AU2

？一’

一20

一30

Seq　Level

II

？
，cl

8

・si

＝’・Sl

器oL

F：si

AU1

　AMsi

S

　AL
？一一一一
←2亀99・士1；窪耳8凪R

S

8

IIノ

S

馨si　AUl o
，唱■’自

sl

si

翼si

　si

O

一
一

Sl

　　AM

8
0

o
AL

，DU

縷播
DU　上部層

DL　下部層

目粘土
目シルト

團砂
圓礫

0

／洪積層

500

DL

cl粘土質

δiシルト質

s砂質

1000m

第3図

注：層序区分は沖積層最上部層のほかは
　笹嶋（1962）に従った。

小浜平野の地下地質断面図（断面位置は第1図に示す）

　Geological　propiles　of　the　Obama　plain、

層序区分は沖積層最上部層のほかは笹嶋（1962）に従った

cl

cl

23一（239）



地質調査所月報（第29巻第4号）

が沖積層中で相対的に増大するのに対して，広葉樹類で

は主に翫吻η6αとQ塀郷の産出割合が同じく沖積層中

で相対的に減少する傾向がみられる．

5．考察と今後の問題

　北川左岸に分布する段丘崖の下部の堆積物は，その地

層中に含まれていた木片（試料1）の14C年代およびそ

の層相からみて，洪積世後期の氾濫原性堆積物と推定さ

れる．北陸地方において，この堆積物にほぼ相当するの

は，福井平野の九頭竜川流域に分布する松岡面の構成
　　　　　　　　　　しただん層，富山平野周縁に分布する下段累層の一部ほか低位段

丘あるいは河岸段丘と呼ばれている段丘群（北陸第四紀

研究グループ，1969）の構成層と考えられる．また，南関

東との関係では，試料1の年代が立川ローム層下部の年

代’（町田ほか，1971）に近いことから，立川亜面構成層

ないし立川ローム層下部にほぼ相当する．ところで，こ

こで問題になるのは，約26，000年前という14C年代を示

す試料1を含む地層が，この付近の段丘面を直接に構成

する地層であるか否かということである．これについて

は次のように解釈できる．すなわち，北川左岸において

段丘化した地形が認められるのは天徳寺（第1図のB地

点）付近までである．この段丘面の高度分布は，全体に

は上流側から下流側へ低下するのであるが，より詳細に

みると，ゆるい起伏をなしている．そして，この起伏の

凸部は各支谷の出口に位置し，凹部はこれら支谷の出口

からはずれた部分に位置している．また，段丘面の崖線

側から山地側への比高は，例えば仮屋付近では約20mに

達しており，古北川河床面が段丘化した地形面のそれと

しては異状である．一方，段丘崖における露頭断面（第

2図のA）では，すでに述べたように，その大部分が淘

汰不良な角礫混り砂からなり，この下位の試料1を含む

部分とは層相が異なっている．以上のような地形的・地

質的状況からみて，段丘面は各支谷が形成した扇状地と

考えられ，その形成年代は，B地点とE地点における木

片の14C年代からみて1，000－1，200年前頃と推定される．

したがって，試料1を含む約26，000年前の地層は段丘面

の直接の構成層ではないといえよう．

　鳥羽川沖積地では，試料採取地点（第1図のC地点）

周辺においても，この地点とほぽ同様な地質構成をもつ

ことが，従来行われた地盤地質調査の試錐の結果に示さ

れており，かって，かなり広範囲にわたって沼地や湿原

が形成されていたと推定される．その形成期は，試料3

の14C年代および約11mに達する泥質・泥炭質堆積物の

層厚などからみて，洪積世後期から沖積世にわたってい

た可能性がある，

　一方，小浜平野臨海部地下の堆積物の層位に関して

は，D地点（第1図・第2図のD）の深度24m付近から

50mの間に分布する砂礫層は，その層中に含まれていた

木片（試料4）の14C年代およびその層相からみて，洪

積世後期（ヴュルム氷期）の海退にともなって形成され

た，古北川の河床性ないし扇状地性堆積物と推定され

る．とくに試料採取層準を含む周辺部分は，さきに述べ

た三宅（第1図のA地点）における試料採取層準を含む

周辺部分にほぼ相当する．深度50m以深に分布する粘土

層および砂礫層は，洪積世後期ないしそれより古い時代

の堆積物である．とくに粘土層は海成層の可能性もあ

る．これらの点については今後の検討が必要である．深

度20。8m以深の厚さ数mの部分に分布する粘土・シルト

・砂礫の互層は，沖積層下部（基底礫層）とした部分で

ある．この部分の層相は第3図に示すように，上流側で

は砂礫層からなり，上位の泥層との境界はかなり明瞭に

識別されるが，下流側では粘土・シルト・砂礫の互層に

変わり，上位の泥層との境界は不明瞭となっている．こ

れに対して下位方向では，上流側，下流側ともに砂礫層

に漸移している．このような層相の垂直的・水平的な変

化は，海退が最大に達した後の停滞あるいはその後の海

進初期の状況を反映したものであろう．この上位に重な

る粘土・シルト層（深度6．4－20．8m）は沖積層中部とし

た部分であって，平野の比較的臨海部に溺れ谷埋積層と

して普遍的に分布すること（第3図），層中に内湾性の貝

化石が含まれること（笹嶋，1962）および立川段丘礫層

相当層を覆って発達することなどからみて，それが海進

にともなう海成沖積層であることは確かであろう．さら

にこの上位には沖積層上部とした砂・砂礫の互層（深度

0－6．4m）が発達する．この互層は小浜平野の直接の構

成層であって，その堆積環境は，本層と下位の泥層との

層相の垂直的・水平的な変化（第3図）からみて，その

後の海退にともなう河川の伸長によって次第に汽水ない

し淡水環境へと移行したものと考えられる．一方，小浜

湾内では，北川・南川の河口の沖合で行われた築港工事

の試錐の結果から，沖積層上部砂礫層を覆って発達する

海成のシルト層が認められた（第3図）・これは沖積層最

上部層とした部分である．

　以上，年代測定結果に基づいて，試料採取層の形成時

代について考察したが，その結果は，従来の層位学的編

年（笹嶋，1962）とほとんど矛盾しない．ところで，本

研究と併行して実施された小浜湾底の第四系に関する音

波探査の結果では，湾底の新期堆積物をA，AI，Bに区

分し・Aを沖積層上部，AIを沖積層下部，Bを洪積層

としている（細野ほか，1976）・この層序区分と，さきに
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述べた小浜平野地下の層序および沖積層最上部とした部

分がどう関連するかについて今後の検討が心要である．

次に，花粉組成に基づいて古気候の推定を行ってみ

る。洪積層上部の粘土層および沖積層から産出する針葉

樹花粉および広葉樹花粉は，すでに述べたように，それ

ぞれ温帯針葉樹類と温帯落葉広葉樹類に属するものが多

く，前者は主として0ワρ」o膨吻，CuPrcssaceae，Taxaceae

によって，後者は主としてゑ伽5，勘g％5，Q躍郷によっ

て特長づけられている．このような花粉組成からみて，

当時の古植生はこれらの樹種によって代表されていたの

であろう．これらを含めた大部分の樹種は，冷涼から温

冷な要素を含むものであって，現在の北陸地方において

普通に生育している樹種である3）．これに対して，やや

寒冷な要素を含む勘獅は沖積層中では少数ながらほぼ

普遍的に産出する．これについては標高1，000m級の後

背山地の存在と，その開花期における高頻度の南寄りの

風を環境条件に考えれば，移動距離の大きな勘伽の花

粉が小浜湾沿岸まで到達することは当然あり得ることと

いえよう。一方，温暖な要素を含むS吻4・ρ勿5や0α吻一

ηoρ廊は，洪積層中ではきわめて少数産出するにすぎ

ず，沖積層中においてはほぼ普遍的に産出するものの，

その数は全体の花粉組成からみてきわめて少ない．これ

については，暖流の影響下にある沿岸地帯の気候を示す

のであろう．このような各樹種の花粉組成と小浜平野周

辺地域の地形的，気侯・気象的環境条件4）とを考慮し

て，両層の堆積期における古気候を推定すると，それは

現在の北陸地方の気候と大差なかったといえよう．た

だ，∠伽5が試料No，7と9でかなり顕著に増加するこ

とに関連して，この増加の原因が気候変化に由来する可

能性も皆無ではないと考えられるので留意しておく必要

があろう．ところで，花粉分析層準に挾まれた砂礫層の

部分は，その層中での14C年代測定値からみて，ヴュル

ム氷期の産物であるが，その層中にはこの氷期における

最大海面低下期の気候を知る鍵がかくされていると考え

られるので，この部分について今後の花粉学的研究が期

待される．
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地を含む環境条件と花粉の飛翔力を考慮する必要があることは，尾上

　（1971）によっても指摘されてV・る．

社の徳永重元氏から多くのご教示を頂いた．これらの方

々に厚くお礼申し上げる．
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